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本
提
要
は
、
張
家
山
漢
簡
に
関
す
る
主
な
研
究
書
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
解
説
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
張
家
山
漢
簡
に
関
す
る
研
究
論
考
は
、
学
術
雑
誌
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
も
含
め
る
と
、
膨
大
な

量
に
の
ぼ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
張
家
山
漢
簡
に
つ
い
て
書

か
れ
た
専
著
、
中
で
も
注
釈
・
ロ
語
訳
等
、
基
礎
的
研
究
を
含
む

研
究
書
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

掲
載
順
は
基
本
的
に
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文

物
出
版
社
、
二

0
0
一
年
十
一
月
。
以
下
、
『
張
家
山
』
と
略
記
）

に
従
う
が
、
本
稿
の
第
一
部
同
様
、
『
脈
書
』
と
『
引
書
』
と
に
関

し
て
は
共
に
医
学
関
連
書
で
あ
る
た
め
、
続
け
て
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
の
序
言
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
『
張
家
山
』
の

刊
行
後
、
釈
文
の
修
訂
版
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
張
家
山
研

究
の
際
に
必
ず
参
照
す
べ
き
文
献
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
紹

介
を
末
尾
に
掲
載
し
た
。

第
二
部

張
家
山
漠
簡
関
連
文
献
提
要『

張
家
山
漠
簡
《
二
年
律
令
》
集
釈
』
（
朱
紅
林
著
、
社
会
科

学
文
献
出
版
社
、
二

0
0
五
年
十
月
、
三
七

0
頁
、
横
組
簡
体
字
）

『
二
年
律
令
』
の
注
釈
書
。
『
張
家
山
』
釈
文
を
底
本
と
し
、
各

律
令
毎
に
詳
細
な
注
釈
を
施
し
て
い
る
。

ま
ず
、
『
張
家
山
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
釈
文
と
注
釈
と
を
載
せ
、

次
に
、
「
集
釈
」
と
し
て
著
者
に
よ
る
注
釈
を
提
示
す
る
。
「
集
釈
」

部
分
に
は
、
関
連
文
献
の
引
用
だ
け
で
な
く
、
先
行
研
究
の
解
釈

及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
著
者
自
身
の
見
解
を
記
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
竹
簡
の
配
列
に
関
し
て
は
『
張
家
山
』
釈
文
に
従
っ
て

お
り
、
特
に
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
の
主
な
特
色
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

―
つ
は
、
関
連
資
料
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
先

秦
•
両
漢
か
ら
唐
宋
ま
で
の
律
令
関
係
の
伝
世
文
献
、
睡
虎
地
秦

簡
•
里
耶
秦
簡
•
居
延
漢
簡
•
敦
煙
漢
簡
等
の
出
土
文
献
を
提
示

―
二
年
律
令
一

草

野

友

子
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し
た
上
で
、
『
二
年
律
令
』
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、

漢
律
と
秦
律
•
唐
律
と
の
比
較
は
詳
細
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
検
討

に
基
づ
い
て
、
漢
律
の
淵
源
や
律
令
の
歴
史
的
展
開
に
ま
で
論
及

し
て
い
る
。

も
う
―
つ
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
張
家
山
漢
簡
に
関
す
る
先
行
研
究
は
も
と
よ
り
、
明
清

代
の
漢
律
研
究
の
成
果
を
も
取
り
入
れ
て
注
釈
に
反
映
さ
せ
て
い

る。
附
録
の
「
有
関
睡
虎
地
秦
簡
•
張
家
山
漢
簡
的
研
究
成
果
」
は

論
文
•
著
作
目
録
で
あ
り
、
『
二
年
律
令
』
に
関
す
る
も
の
だ
け
で

な
く
、
『
二
年
律
令
』
以
外
の
張
家
山
漢
簡
の
文
献
や
睡
虎
地
秦
簡

に
関
す
る
論
考
を
も
含
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
『
二
年
律
令
』
に
関
連
す
る
資
料
や

文
献
を
多
く
収
載
し
て
お
り
、
資
料
集
と
し
て
も
有
用
な
書
で
あ

る。
な
お
、
著
者
は
近
年
、
こ
の
基
礎
的
研
究
を
も
と
に
、
さ
ら
な

る
考
察
を
加
え
た
研
究
書
『
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
研
究
』

（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二

O
O八
年
六
月
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』
（
冨

谷
至
編
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、
朋
友
書
店
、

二
0
0
六
年
十
月
。
訳
注
篇
、
三
七
二
頁
。
論
考
篇
、
三

縦
組
和
文
）

『
二
年
律
令
』
の
訳
注
と
研
究
論
考
と
を
収
録
す
る
総
合
的
な

研
究
書
。
「
訳
注
篇
」
と
「
論
考
篇
」
と
の
二
冊
よ
り
な
る
。
底
本

は
『
張
家
山
』
釈
文
。

「
訳
注
篇
」
で
は
、
ま
ず
「
緒
言
」
に
お
い
て
、
①
出
土
経
過
・

「
二
年
律
令
」
の
復
元
と
内
容
・
示
意
図
•
竹
簡
の
配
列
、
②
「
ニ

年
律
令
」
と
い
う
名
称
・
ニ
年
律
令
の
位
置
づ
け
・
漢
律
副
葬
の

理
由
、
③
本
書
の
方
針
と
研
究
班
の
構
成
員
、
以
上
の
三
項
目
に

分
け
て
論
じ
て
い
る
。

次
に
、
訳
注
部
分
で
は
、
各
律
令
毎
に
、
「
原
文
」
「
訳
」
「
注
」

「
解
説
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
原
文
の
忠
実
な
訳
出
を

基
本
方
針
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
「
訳
」
部
分
で
は
、
原
文
に
な
い

語
句
は
補
わ
ず
、
原
文
の
み
に
則
し
た
日
本
語
訳
を
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
注
」
部
分
で
は
、
語
句
解
釈
の
根
拠
と
な
る
用
例
・
典
拠

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
読
解
の
際
に
大
い
に
参
考
と
な
る
。

こ
の
部
分
で
は
、
用
例
・
典
拠
を
示
す
こ
と
に
徹
す
る
た
め
、
先

行
研
究
に
お
け
る
制
度
史
上
の
解
釈
等
は
敢
え
て
掲
載
し
て
い
な

い
。
「
解
説
」
部
分
で
は
、
各
条
文
の
要
点
を
簡
潔
に
説
明
し
て
お

り
、
そ
の
内
容
を
容
易
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
末
に
は
、
「
秩
律
所
見
官
職
名
表
」
、
「
秩
律
所
見
県
名
表
」
、

九
頁
。
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「
「
二
年
律
令
」
秩
律
所
見
県
名
表

注
索
引
」
を
付
す
。

「
論
考
篇
」
で
は
、
訳
注
の
成
果
を
も
と
に
し
た
研
究
論
考
を

三
部
構
成
で
掲
載
し
て
い
る
。
第
一
部
「
「
二
年
律
令
」
考
証
」
で

は
、
『
二
年
律
令
』
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
判
明
し
た
諸
事
実

や
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
問
題
を
提
示
し
た
論
考
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
第
二
部
「
秦
漢
制
度
考
証
」
に
は
、
『
二
年
律
令
』
を
中
心

と
し
つ
つ
、
他
の
出
土
漢
律
を
も
用
い
て
考
証
を
行
っ
た
、
漢
代

制
度
史
に
つ
い
て
の
論
考
を
収
録
す
る
。
第
三
部
「
漢
律
令
の
継

承
と
発
展
」
は
、
漢
以
降
か
ら
三
国
・
六
朝
、
さ
ら
に
は
唐
代
の

律
令
を
対
象
と
し
て
考
察
を
行
っ
た
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
『
二
年
律
令
』
を
研
究
の
中
心
と
し
て
い
る
が
、
広
く

秦
漢
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
の
律
令
を
研
究
す
る
上
で
も
示
唆
に

富
む
研
究
書
で
あ
る
。

な
お
、
『
二
年
律
令
』
の
訳
注
と
し
て
は
、
他
に
専
修
大
学
『
ニ

年
律
令
』
研
究
会
に
よ
る
「
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
訳
注
」

が
あ
り
、
二

0
0
三
年
よ
り
『
専
修
史
学
』
に
毎
号
掲
載
中
で
あ

る
。
ま
た
、
『
二
年
律
令
』
に
関
す
る
他
の
研
究
書
と
し
て
は
、
『
由

張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
論
漢
初
的
継
承
制
度
』
（
劉
欣
寧
著
、

国
立
台
湾
大
学
出
版
委
員
会
、
二

0
0
七
年
十
一
月
）
、
『
秦
漢
刑

法
研
究
』
（
水
間
大
輔
著
、
知
泉
書
館
、
二

0
0
七
年
十
二
月
）
、

索
引
」
、
「
「
二
年
律
令
」

訳

研
究
論
文
集
と
し
て
は
、
『
張
家
山
漢
簡
〈
〈
二
年
律
令
》
研
究
文
集
』

（
中
国
社
会
科
学
院
簡
吊
研
究
中
心
編
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、

二
0
0
七
月
）
等
が
あ
る
。

『
奏
澱
書
ー
中
国
古
代
の
裁
判
記
録
』
（
池
田
雄
編
、

水
書
房
、
二

0
0
二
年
十
一
月
、
二
六
九
頁
、
縦
組
和
文
）

『
奏
諏
書
』
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
書
。
解
題
・
訳
注
•
関

係
論
説
（
翻
訳
含
む
）
・
付
録
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
、
『
文

物
』
釈
文
（
校
正
の
段
階
で
『
張
家
山
』
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
、

校
勘
記
を
付
し
て
い
る
）
。

ま
ず
、
序
章
「
『
奏
漱
書
』
解
題
」
で
は
、
『
奏
獄
書
』
と
は
何

か
、
『
奏
獄
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
官
僚
制
、
『
奏
獄
書
』
の
事
件

内
容
、
案
例
1
S
1
6
で
確
認
で
き
る
裁
判
手
続
き
、
及
び
『
張
家

山
』
の
刊
行
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
序
章
の
末
尾
に
は
、
付

論
と
し
て
「
獄
（
諏
）
」
の
字
の
音
読
に
つ
い
て
の
論
考
が
掲
載
さ

れ
、
『
奏
獄
書
』
（
そ
う
ザ
心
し
ょ
）
と
す
べ
き
と
の
結
論
を
提
示

し
て
い
る
。

第
一
部
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
『
奏
漱
書
』
訳
注
稿
」
は
、
「
江
陵

一
奏
諏
書
一

刀
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張
家
山
漢
簡
《
奏
諏
書
》
釈
文
（
一
）
」
（
『
文
物
』
一
九
九
三
年

第
八
期
）
に
掲
載
さ
れ
た
案
例
1
S
1
6
に
つ
い
て
の
訳
注
で
あ
る
。

各
案
例
毎
に
、
「
釈
文
A
」
「
釈
文

B
」
「
訳
注
」
「
補
注
」
「
口
語

訳
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「
釈
文
A
」
は
『
文
物
』
釈
文
を
繁
体
字

に
改
め
、
句
読
点
等
を
削
除
し
、
簡
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
『
文
物
』
釈
文
・
『
張
家
山
』
釈
文
の
校
勘
記
も
付
さ

れ
て
い
る
。
「
釈
文
B
」
は
訳
注
者
が
句
読
点
等
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
「
訳
注
」
で
は
訓
読
と
注
釈
と
を
掲
げ
る
。
「
口
語
訳
」
に

は
「
小
見
出
し
」
が
付
さ
れ
、
裁
判
手
続
き
の
流
れ
が
容
易
に
理

解
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
「
『
奏
漱
書
』
関
係
論
説
・
翻
訳
」
で
は
、
ま
ず
、
字
義

や
内
容
を
検
討
し
た
研
究
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
中

国
語
の
報
告
書
や
論
考
（
張
家
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
江
陵
張

家
山
漢
簡
概
述
」
、
李
学
勤
「
《
奏
獄
書
》
解
説
（
上
）
」
、
影
浩
「
談

《
奏
識
書
》
中
的
西
漢
案
例
」
）
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
掲
載
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
張
家
山
漢
簡
や
『
奏
識
書
』
に
つ
い
て

の
基
礎
的
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
末
に
は
、
付
録
と
し
て
「
『
奏
獄
書
』
関
連
地
図
」
、
「
写
真

版
『
奏
獄
書
』
釈
文
」
、
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
関
連
資
料
•
著
作
目

録
」
（
二
0
0

一
年
十
月
ま
で
。
日
文
•
中
文
に
分
類
）
、
「
一
字

索
引
稿
」
、
「
事
項
索
引
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
『
奏
諏
書
』
の
訳
注
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
検
討
を
は

じ
め
、
『
奏
諏
書
』
の
研
究
論
考
や
、
張
家
山
漢
簡
に
つ
い
て
の
情

報
等
も
収
録
し
た
総
合
的
な
研
究
書
で
あ
り
、
『
奏
諏
書
』
を
研
究

す
る
際
に
参
照
す
べ
き
一
書
で
あ
る
。

な
お
、
編
者
で
あ
る
池
田
氏
は
近
年
、
『
中
国
古
代
の
律
令
と
社

会
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
0
八
年
三
月
）
と
い
う
重
厚
な
研
究
書
を

刊
行
し
た
。
該
書
に
は
、
『
奏
諏
書
』
『
二
年
律
令
』
に
関
す
る
研

究
論
考
や
、
張
家
山
漢
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
の
情
報
等
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

『
張
家
山
漢
簡
《
奏
諏
書
》
研
究
』
（
察
万
進
著
、
広
西
師

範
大
学
出
版
社
、
二

0
0
六
年
五
月
、
二
四
五
頁
、
横
組
簡
体
字
）

『
奏
諏
書
』
に
関
す
る
研
究
書
。
全
八
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
一
章
「
緒
言
」
に
て
、
『
奏
諏
書
』
の
出
土
・
整
理
と

そ
の
発
表
、
研
究
の
回
顧
、
及
び
本
書
の
主
要
目
的
に
つ
い
て
述

べ
る
。
第
二
章
で
は
、
『
張
家
山
』
釈
文
中
の
二
十
七
箇
所
に
対
し

て
著
者
に
よ
る
補
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
続
く
第
三
章
は
、
「
奏
諏

書
」
と
い
う
名
称
と
本
文
献
の
構
成
と
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
第
四
章
で
は
、
『
奏
識
書
』
の
材
料
の
来
源
と
編
纂
・
改

訂
が
行
わ
れ
た
年
代
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
上
の
基
礎
的
検
討
の
後
、
個
々
の
検
討
が
行
わ
れ
る
。
第
五

(91) 



章
で
は
、
『
奏
諏
書
』
中
の
法
律
は
、
高
祖
七
年
の
諏
疑
獄
詔
の
法

律
化
と
、
奏
諏
案
例
の
判
例
化
の
基
礎
の
上
に
あ
る
と
分
析
す
る
。

第
六
章
で
は
、
『
奏
諏
書
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
秦
漢
法
律
の
実
際

の
施
行
状
況
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
第
七
章
で
は
、
『
奏

諏
書
』
を
通
し
て
、
当
時
の
楚
漢
関
係
に
対
す
る
認
識
、
秦
に
お

け
る
新
地
開
拓
と
郡
の
設
置
、
及
び
漢
初
の
中
央
政
府
と
諸
侯
と

の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
最
後
の
第
八
章
で
は
、
先
行

研
究
を
概
括
し
た
後
、
奏
諏
の
時
間
、
奏
識
の
機
構
及
び
そ
の
官

員
、
他
の
奏
諏
文
書
と
の
比
較
、
奏
諏
文
書
の
伝
達
、
決
諏
と
い

う
五
つ
の
方
面
か
ら
漢
代
の
奏
諏
制
度
の
執
行
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

巻
末
に
は
、
「
主
要
参
考
文
献
」
、
「
《
奏
諏
書
》
研
究
論
著
簡
目
」
、

「
《
奏
識
書
》
校
文
」
、
「
《
奏
識
書
》
竹
簡
図
版
」
を
付
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
『
奏
諏
書
』
を
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
し
た
研
究
書
で
あ
り
、
『
奏
諏
書
』
研
究
を
行
う
際
に
参
考
と
な

書
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
奏
識
書
』
の
訳
注
と
し
て
は
、
他
に
学
習
院
大
学
漢
簡

研
究
会
に
よ
る
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
『
奏
諏
書
』
を
読
む
」
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
二

0
0
0
年
か
ら
『
学
習
院
史
学
』
や
『
中

国
出
土
資
料
研
究
』
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
二
年
律
令
』

と
『
奏
識
書
』
の
両
文
献
に
わ
た
る
研
究
書
と
し
て
は
、
『
張
家
山

る

漢
律
研
究
』
（
曹
旅
寧
著
、
中
華
書
局
、
一

0
0
五
年
八
月
）
、
『
張

家
山
漢
簡
法
律
思
想
研
究
』
（
曽
加
著
、
商
務
印
書
館
、
二

O
O
八

年
二
月
）
等
が
あ
る
。

『
張
家
山
漢
簡
《
脈
書
》
校
釈
』
（
高
大
倫
撰
、
成
都
出
版

社
、
一
九
九
二
月
、
一
―
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
脈
書
』
の
注
釈
書
。
『
張
家
山
』
釈
文
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の

研
究
書
で
あ
り
、
『
文
物
』
釈
文
を
底
本
と
し
て
い
る
。

本
書
は
、
『
脈
書
』
を
「
脈
書
・
一
」
、
「
脈
書
・
ニ
」
、
「
脈
書
・

三
」
の
三
部
に
分
け
て
い
る
。

「
脈
書
・
一
」
は
、
「
原
文
」
と
「
註
釈
」
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。

こ
の
箇
所
に
記
さ
れ
る
古
代
の
病
名
は
難
解
で
あ
り
、
句
式
も
特

殊
で
、
原
文
の
術
語
変
化
も
比
較
的
少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
代
中

国
語
訳
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

「
脈
書
・
ニ
」
「
脈
書
・
三
」
は
、
「
原
文
」
「
校
文
」
「
註
釈
」

「
訳
文
」
（
現
代
中
国
語
訳
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
校
文
」
部

分
で
は
、
『
脈
書
』
と
多
く
の
重
複
部
分
を
持
つ
馬
王
堆
吊
書
『
陰

陽
十
一
脈
灸
経
』
『
脈
法
』
『
陰
陽
脈
死
候
』
や
、
『
霊
枢
』
経
脈

冒
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篇
等
の
関
連
す
る
文
献
と
の
対
校
が
行
わ
れ
て
お
り
、

同
が
容
易
に
確
認
で
き
る
。

巻
末
に
は
、
「
《
脈
書
》
病
症
索
引
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
病
名
・

病
症
か
ら
該
当
箇
所
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
張
家
山
』

釈
文
よ
り
も
詳
細
な
注
が
施
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
註
釈
」
部

分
に
は
文
字
学
や
医
学
関
係
資
料
を
中
心
に
、
多
く
の
関
連
文
献

を
引
用
し
て
病
名
・
病
症
の
解
読
が
行
わ
れ
て
お
り
、
参
考
に
す

べ
き
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
『
張
家
山
』
釈
文
に
お
い
て

新
た
に
文
字
の
判
読
が
可
能
と
な
っ
た
部
分
も
あ
る
た
め
、
研
究

の
際
に
は
、
本
書
と
あ
わ
せ
て
『
張
家
山
』
釈
文
も
参
照
す
る
必

要
が
あ
る
。

文
字
の
異

な
お
、
『
脈
書
』
に
関
わ
る
書
と
し
て
、
『
『
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
』

罪
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
所
収
十
一
経
脈
釈
文
総
索
引
』
（
小

林
健
二
著
、
大
東
文
化
大
学
研
究
所
、
二

0
0
四
年
）
が
あ
る
。

該
書
は
、
馬
王
堆
吊
書
『
足
腎
十
一
脈
灸
経
』
、
同
『
陰
陽
十
一
脈

灸
経
』
甲
本
・
乙
本
、
張
家
山
漢
簡
『
脈
書
』
（
第
二
部
分
）
に
つ

い
て
の
一
字
索
引
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
釈
文
を
も
掲
載
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
張
家
山
漢
簡
『
脈
書
』
第
二
部
分
と
内
容
の
重

複
が
見
ら
れ
る
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
甲
本
・
乙
本
、
及
び
『
霊

枢
』
経
脈
篇
の
四
文
献
を
対
照
さ
せ
て
お
り
、
文
字
の
異
同
を
相

『
張
家
山
漢
簡
《
引
書
》
研
究
』
（
高
大
倫
著
、

九
九
五
年
五
月
、
二

0
六
頁
、
横
組
簡
体
字
）

『
引
書
』
に
関
す
る
研
究
書
。
研
究
篇
と
注
釈
篇
と
の
二
部
よ

り
な
る
。
『
張
家
山
』
釈
文
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
研
究
書
で
あ
り
、

『
文
物
』
釈
文
を
底
本
と
し
て
い
る
。

研
究
篇
に
は
、
テ
ー
マ
別
の
小
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
、
①
引
言
、
②
墓
主
の
身
分
と
『
引
書
』
の
下
葬
年
代
、

③
『
引
書
』
の
主
要
内
容
、
④
『
引
書
』
中
の
導
引
の
術
式
、
⑤

『
引
書
』
か
ら
見
た
導
引
の
源
流
、
⑥
倣
生
導
引
（
動
物
の
姿
勢

や
動
作
を
真
似
る
導
引
）
の
起
源
と
そ
の
変
化
•
発
展
、
⑦
『
引

書
』
と
馬
王
堆
吊
書
『
導
引
図
』
と
の
比
較
、
⑧
『
引
書
』
と
『
脈

書
』
の
関
係
、
⑨
『
引
書
』
か
ら
見
た
導
引
と
道
家
と
の
関
係
、

⑩
『
引
書
』
と
『
黄
帝
内
径
』
『
養
生
方
導
引
図
』
と
の
関
係
、
⑪

導
引
と
戦
国
秦
漢
の
社
会
と
文
化
、
⑫
『
引
書
』
の
成
書
年
代
、

以
上
の
十
二
篇
で
あ
る
。
特
に
⑦
⑩
に
つ
い
て
は
、
関
連
部
分
の

対
照
表
が
付
さ
れ
て
お
り
、
各
文
献
と
の
対
応
関
係
を
容
易
に
確

冒

互
に
比
較
す
る
際
、
非
常
に
便
利
で
あ
る
。

巴
蜀
書
社
、
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認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
釈
篇
に
は
、
「
原
文
」
「
注
釈
」
「
訳
文
」
及
び
「
文
献
別
録
」

（
関
連
文
献
の
引
用
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
注
釈
」
部
分
に
は
、

後
に
刊
行
さ
れ
た
『
張
家
山
』
釈
文
よ
り
も
詳
細
な
注
が
施
さ
れ

て
い
る
。

巻
末
に
は
、
「
《
引
書
》
中
導
引
術
式
名
称
」
、
「
《
引
書
》
中
導

引
所
治
病
症
」
、
「
馬
王
堆
三
号
墓
出
土
《
導
引
図
》
原
図
・
復
原

図
及
《
導
引
図
》
題
記
釈
文
」
、
「
江
陵
張
家
山
漢
簡
《
脈
書
》
釈

文
」
、
「
《
引
書
》
主
要
詞
語
索
引
」
が
付
さ
れ
、
特
に
馬
王
堆
吊

書
の
関
連
資
料
と
比
較
す
る
際
に
有
用
で
あ
る
。

本
書
は
、
訳
注
と
共
に
、
『
引
書
』
の
内
容
を
多
方
面
か
ら
検
討

し
た
総
合
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
ま
た
、
図
表
を
多
用
し
て
、
『
脈

書
』
と
他
の
文
献
と
の
関
連
部
分
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
も
本

書
の
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
に
お
け
る
『
脈
書
』
『
引
書
』
の
研
究
書
と
し
て
は
、

『
新
出
土
資
料
に
よ
る
中
国
古
代
医
学
の
研
究
ー
張
家
山
出
土
漢

簡
を
中
心
に
ー
』
（
研
究
代
表
者
・
坂
出
祥
伸
、
平
成
六
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
一
般
研
究

(
B
)
研
究
成
果
報
告
書
、
関
西
大

学
文
学
部
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
り
、
該
書
に
は
『
脈
書
』
『
引
書
』

に
関
連
す
る
研
究
論
考
三
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
張
家
山
漠
簡
《
算
数
書
》
註
釈
』
（
影
浩
著
、
科
学
出
版

社
、
一

0
0
一
年
七
月
、
一
三
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
算
数
書
』
に
関
す
る
初
の
注
釈
書
。
張
家
山
漢
簡
の
発
掘
・

整
理
等
に
携
っ
た
彰
浩
氏
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
後
に
刊
行
さ
れ

た
『
張
家
山
』
所
収
の
『
算
数
書
』
釈
文
も
、
影
浩
氏
が
担
当
し

て
い
る
。

ま
ず
「
緒
論
」
で
は
、
①
竹
簡
の
配
列
と
書
写
法
式
、
②
成
書

年
代
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
、
③
主
要
内
容
‘
④
『
算
数
書
』

か
ら
『
九
章
算
術
』
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
⑤
抄
本
と
し
て
の
評

価
、
以
上
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
小
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い

る。

「
註
釈
」
に
お
い
て
は
、
『
算
数
書
』
の
六
十
九
の
算
題
全
て
に

詳
細
な
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
文
字
に
対
す
る
注
釈
の
他
、
計
算

式
や
図
示
を
多
用
し
て
各
計
算
の
解
説
を
行
っ
て
お
り
、
『
算
数
書
』

の
内
容
を
理
解
す
る
の
に
有
益
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

誤
写
・
術
字
・
脱
文
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
原
文
に
対

し
て
訂
正
を
施
し
、
そ
の
根
拠
を
注
釈
中
で
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、

計
算
の
錯
誤
が
あ
る
場
合
も
注
釈
に
て
指
摘
し
て
い
る
。

一
算
数
書
一
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巻
末
に
は
、
「
《
算
数
書
》
竹
簡
整
理
号
与
出
土
号
対
照
表
」
、
「
主

要
参
考
文
献
」
、
「
張
家
山
《
算
数
書
》
竹
簡
出
土
側
視
図
」
、
及

び
竹
簡
の
写
真
図
版
（
白
黒
写
真
と
一
部
カ
ラ
ー
写
真
）
が
付
さ

れ
て
い
る
。

本
書
は
、
『
張
家
山
』
刊
行
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
注
釈

は
『
張
家
山
』
釈
文
の
も
の
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
具
体

的
な
計
算
方
式
や
図
示
等
も
載
せ
て
お
り
、
『
算
数
書
』
の
読
解
を

進
め
る
上
で
、
大
い
に
参
考
と
な
る
一
書
で
あ
る
。

『
漢
簡
『
算
数
書
』

I

中
国
最
古
の
数
学
書
』
（
張
家
山

漢
簡
『
算
数
書
』
研
究
会
編
、
朋
友
書
店
、
二

0
0
六
年
十
月
、

一
七
二
頁
。
別
冊
、
二
四
頁
。
横
組
和
文
）

張
家
山
漠
簡
『
算
数
書
』
研
究
会
（
代
表
・
大
川
俊
隆
）
に
よ

る
研
究
書
。
数
学
、
簡
贖
学
、
古
文
字
学
、
古
代
史
学
等
、
多
分

野
の
専
門
家
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
別
冊
に
は
、
『
張

家
山
』
よ
り
も
鮮
明
な
竹
簡
の
写
真
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
序
文
」
に
お
い
て
、
『
算
数
書
』
研
究
会
発
足
の
経
緯

や
、
研
究
方
法
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
訳
注
部
分
で
は
、
各
算
題
毎
に
「
釈
文
」
「
訓
読
」
「
日

本
語
訳
」
「
中
国
語
訳
」
「
注
」
を
施
し
て
い
る
。
「
釈
文
」
部
分

に
は
、
別
冊
所
収
の
写
真
図
版
に
基
づ
い
た
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
影
浩
氏
前
掲
書
で
は
原
文
の
文
字
に
対
し
て
訂
正
を
施
し

て
い
た
が
、
一
方
、
本
書
で
は
明
確
な
証
拠
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

基
本
的
に
文
字
の
変
更
は
行
わ
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
。
「
注
釈
」

部
分
に
は
、
計
算
式
や
図
示
、
難
解
箇
所
の
考
察
等
が
随
所
に
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

六
十
九
の
算
題
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
影
浩
氏
の
説
に
は
従
わ

ず
、
「
竹
簡
出
土
位
置
示
意
図
」
に
基
づ
い
て
配
列
し
た
劉
金
華
氏

の
説
（
「
試
説
張
家
山
漢
簡
《
算
数
書
》
的
文
本
結
構
問
題
」
、
簡

吊
研
究
網
姑
、
二

0
0
三
年
十
二
月
八
日
）
に
従
っ
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
「
『
算
数
書
』
中
の
主
要
数
学
用
語
」
、
「
参
考
文
献
」
、

「
主
要
用
語
索
引
」
を
付
す
。

別
冊
所
収
の
写
真
図
版
は
、
荊
門
市
博
物
館
や
文
物
出
版
社
の

承
諾
を
経
て
、
『
張
家
山
』
収
録
の
も
の
よ
り
も
鮮
明
な
写
真
図
版

を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
写
真
図
版
に
基
づ
い
て
、
再
度
文
字
の

釈
読
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
各

竹
簡
写
真
の
横
に
は
、
研
究
会
が
確
定
し
た
釈
文
が
挿
入
さ
れ
て

お
り
、
写
真
と
文
字
と
を
容
易
に
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
よ
り
正
確
な
訳
注
を
読
者
に
提
供
し
て

お
り
、
『
算
数
書
』
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
数
学
史
研
究
に
お
い

て
も
非
常
に
有
益
な
書
で
あ
る
。
ま
た
、
訳
注
に
は
日
本
語
訳
だ
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『
伍
子
脅
兵
法
破
解
』
（
陳
宇
著
、
軍
事
科
学
出
版
社
、
二

O

0
三
年
八
月
、
三

0
六
頁
、
横
組
簡
体
字
）

『
蓋
麿
』
に
関
す
る
初
の
専
著
。
『
蓋
麿
』
（
全
九
章
）
の
章
ご

と
に
原
文
•
口
語
訳
・
語
釈
を
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
専
題
解

論
」
と
題
し
て
、
テ
ー
マ
別
の
小
論
文
（
各
章
三

S
八
テ
ー
マ
程

度
）
を
掲
載
す
る
。

巻
頭
に
は
、
竹
簡
の
写
真
図
版
や
示
意
図
等
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
巻
末
に
は
、
呉
越
抗
争
を
略
記
し
た
「
付
録
一
：
轟
轟
烈
烈

的
呉
越
戦
争
」
、
及
び
『
史
記
』
『
越
絶
書
』
に
見
え
る
伍
子
智
の

関
連
記
事
を
載
せ
た
「
付
録
二
：
《
史
記
》
中
的
伍
子
脊
生
平
」
、

「
付
録
三
：
《
越
絶
書
》
中
的
伍
子
晋
生
平
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、

旦

け
で
な
く
、
中
国
語
訳
を
も
掲
載
し
、
広
く
中
国
学
に
携
わ
る
研

究
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
研
究
成
果
を
基
に
し
た
論
文
集
と
し
て
、
『
張
家

山
漢
簡
『
算
数
書
』
の
総
合
的
研
究
』
（
産
研
叢
書
二
十
六
、
大
阪

産
業
大
学
産
業
研
究
所
、
二

0
0
七
年
月
）
が
あ
る
。

伍
子
脅
の
業
績
を
通
覧
す
る
際
に
便
利
で
あ
る
。

『
蓋
麿
』
の
分
析
を
中
心
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
書
名
が
示
す

よ
う
に
、
伍
子
脊
の
兵
法
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

『
史
記
』
『
呉
越
春
秋
』
『
越
絶
書
』
等
の
史
書
に
見
え
る
伍
子
脊

の
事
績
や
そ
の
時
代
背
景
を
も
考
慮
に
入
れ
、
伍
子
脊
の
用
兵
法

を
総
合
的
に
論
じ
て
お
り
、
と
り
わ
け
本
書
と
『
孫
子
』
と
の
関

連
性
を
指
摘
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

た
だ
し
、
本
書
は
『
張
家
山
』
刊
行
後
、
間
も
な
い
研
究
で
あ

る
た
め
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
他
の
研
究
成
果
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。

『
張
家
山
漢
簡
《
蓋
麿
》
研
究
』
（
郡
鴻
著
、
文
物
出
版
社
、

二
0
0
七
年
十
月
、
八
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
蓋
麿
』
の
注
釈
書
。
第
一
章
「
《
蓋
麿
》
研
究
」
、
第
二
章
「
《
蓋

塵
〉
釈
文
」
、
第
三
章
「
《
蓋
麿
》
註
釈
」
の
三
章
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。第
一
章
「
《
蓋
麿
》
研
究
」
は
、
『
蓋
麿
』
と
『
漠
書
』
芸
文
志

所
収
の
二
種
の
「
伍
子
脊
」
書
と
の
関
係
、
本
書
の
成
書
時
期
と

そ
の
作
者
、
本
書
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
を
行
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『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕

っ
て
い
る
。
（
な
お
、
本
部
分
は
、
二

0
0
二
年
に
発
表
さ
れ
た
著

者
に
よ
る
論
文
「
張
家
山
漢
墓
古
竹
書
『
蓋
腐
』
与
『
伍
子
晋
兵

法
』
」
（
『
南
昌
大
学
学
報
』
[
人
社
版
]
第
三
+
三
巻
第
二
期
)
を

基
に
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
て
加
筆
訂
正
し
た
も
の

で
あ
る
。
）

第
二
章
「
《
蓋
腐
》
釈
文
」
は
竹
簡
の
配
列
通
り
に
釈
文
を
掲
載

し
た
も
の
で
、
墨
点
（
●
）
、
重
文
記
号
(
=
)
、
墨
鉤

(
L
)

も

そ
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
「
《
蓋
腐
》
註
釈
」
は
、
原
文
・
注
釈
•
口
語
訳
よ
り
な

る
。
こ
の
章
が
本
書
の
中
心
で
あ
り
、
著
者
自
身
の
解
釈
は
も
と

よ
り
、
先
行
研
究
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
解
釈
を
も
簡
単
に
参
照

で
き
る
点
で
有
用
で
あ
る
。

巻
末
に
は
、
『
蓋
腐
』
に
関
す
る
主
要
論
考
の
一
覧
や
、
竹
簡
の

写
真
図
版
が
付
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
『
蓋
腐
』
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

特
に
そ
の
注
釈
部
分
に
関
し
て
は
、
諸
家
の
意
見
を
広
く
集
め
て

吟
味
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

（
釈
文
修
訂
本
）
』

（
張
家
山
二
四
七
号
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
著
、

0
0
六
年
五
月
、
ニ
ニ
九
頁
、
横
組
繁
体
字
）

文
物
出
版
社
、

『
張
家
山
』
釈
文
の
修
訂
版
。
『
張
家
山
』
釈
文
に
お
い
て
判
読

不
能
で
あ
っ
た
文
字
等
に
対
し
て
、
修
訂
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
修
訂
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注
釈
中
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
本
書
に
は
竹
簡
の
写
真
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

文
字
の
照
合
等
を
行
う
際
に
は
『
張
家
山
』
で
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

本
書
は
、
『
張
家
山
』
釈
文
と
同
じ
く
、
釈
文
と
注
釈
と
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
の
配
列
に
関
し
て
は
、
『
算
数
書
』
や
『
二
年

律
令
』
を
中
心
に
多
く
の
意
見
が
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
共
通
認
識

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
『
張
家
山
』
所
収
の
写
真
図
版
と
対

照
さ
せ
る
こ
と
を
も
考
慮
し
て
、
配
列
の
変
更
や
竹
簡
番
号
の
変

更
は
行
っ
て
い
な
い
。

末
尾
に
は
、
『
二
年
律
令
』
に
関
す
る
論
考
三
篇
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
釈
文
の
修
訂
は
こ
れ
ら
の
論
文
に
依
拠
し
て
い
る
箇
所
も

あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
本
書
を
使
用
す
る
際
に
は
、
以
上
の
点
に
留

意
さ
れ
た
い
。
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『
二
年
律
令
与
奏
諏
書

I
張
家
山
二
四
七
号
漠
墓
出
土

法
律
文
献
釈
読
』
（
影
浩
・
陳
偉
•
工
藤
元
男
主
編
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
二

0
0七
年
八
月
、
四

0
五
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
の
竹
簡
を
、
赤
外
線
技
術
を
用
い
て

再
度
判
読
し
、
写
真
図
版
と
共
に
掲
載
し
た
書
。

本
書
は
、
『
張
家
山
』
釈
文
に
お
い
て
判
読
不
能
で
あ
っ
た
箇
所

に
対
し
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
再
度
判
読
を
行
う
と
共
に
、

部
分
的
に
文
字
の
修
訂
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
二
年
律
令
』

に
つ
い
て
は
、
『
張
家
山
』
に
は
未
収
録
で
あ
っ
た
残
簡
十
四
枚
を

「
新
見
竹
簡
与
残
片
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。

注
釈
部
分
に
は
、
『
張
家
山
』
釈
文
の
注
釈
と
共
に
、
既
発
表
の

研
究
論
考
の
成
果
を
も
踏
ま
え
た
注
釈
が
施
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

各
竹
簡
の
番
号
は
『
張
家
山
』
釈
文
と
対
応
し
て
い
る
が
、
『
ニ

年
律
令
』
に
関
し
て
は
竹
簡
の
配
列
を
変
更
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
た
め
、
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
、
残
簡
を
新
た
に
綴
合
し
て
い

る
部
分
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
注
釈
の
中
で
説
明
を
加
え
て
い
る
。

本
書
は
、
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
・
荊
州
博
物
館
・
早
稲
田

大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
に
よ
る
日
中
共
同
研
究
の
成
果
で
あ

り
、
今
後
、
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏
書
』
を
研
究
す
る
際
に
、
必
携

の
書
と
な
ろ
う
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特

別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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